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用語 説明 

あ行 ＩＣＴ(Information and 

Communication Technology) 
情報や知識の共有、コミュニケーションを図るために活用する情報通

信技術を意味します。 

アクセシビリティ 道具などの使いやすさ、情報やサービスに対する利用しやすさを意味

します。 
ＩＴガバナンス 
 

ＩＴ(情報通信技術)の利活用を組織的に統制して、情報戦略を策定・

実行し、あるべき方向へ導くことを意味します。 

ＦＡＱ(Frequently Asked 

Questions) 

よくたずねられる質問とその回答をまとめた質問回答集を意味しま

す。 

か行 行政サービス 本計画の施策１－１における「行政サービス」とは、主に窓口で提供

するサービスのことを意味します。 

さ行 ＣＩＯ 

(Chief Information 

Officer：情報統括責任者) 

 

情報システムや情報の流通を統括する最高情報責任者で、情報戦略の

トップのことをいいます。 

情報システムの構築や運営に関する技術的な能力だけでなく、政策等

に関する深い理解と能力も必要とされています。 

市民 本計画における「市民」とは、住民、在勤者、在学者、本市に訪れる

人、法人、企業など本市に関わりのある多様な主体を意味します。 
SNS(ソーシャル・ネットワ

ーキング・サービス) 
個人間のコミュニケーションを促進し、社会的なネットワークの構築

を支援するインターネットサービスを意味します。 
また、趣味、職業、居住地域などを同じくする個人同士のコミュニテ

ィを容易に構築できる場を提供しているものです。 

た行 地域 本計画における「地域」とは、相模原市全域から近隣市町村、区単位、

自治会単位を含むそれぞれの生活圏を意味します。 
地域情報プラットフォーム 

 

公共サービス(行政手続、電気、ガス、水道など)に関わる情報システ

ムの柔軟な連携や差し替えを実現する、システム連携基盤を意味しま

す。 
また、これによって実現する情報化社会の公共サービス基盤を指すこ

ともあります。 
デジタルサイネージ 「サイネージ」は看板や標識などを表す英語で、「デジタルサイネー

ジ」はディスプレイなどを使った電子屋外広告を意味します。「電子

看板」と訳されることもあります。 
最近では、ビル壁面の巨大ディスプレイ、空港のフライトインフォメ

ーションボード、広告用動画ディスプレイなどで一部使われていま

す。 
電子ペーパー 電気によって文字や絵を表示できる紙のように薄く、柔らかい媒体を

意味します。 
な行 ナレッジマネジメント 個人・グループが所有する知識や、企業内の各部門に蓄積された知識

情報を、企業などの組織全体で共有して活用する仕組みまたは経営手

法、知識管理を意味します。 
は行 ホストコンピュータ 企業や国、地方公共団体などの基幹業務などに用いられる中央集中処

理型システムにおいて、端末装置からの入力に対して、データの処理

を行う中心的コンピュータのことをいいます。単純に「ホスト」と呼

ぶこともあります。 
ポータルサイト インターネットの入り口または玄関口に相当するホームページを意

味します。 
地域ポータルサイトは、地域情報を発信するインターネット上の総合

窓口となるものです。 
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